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花を育て、郷土愛を育む
白鷹中生徒たちによる紅花栽培がスタート紅

１１

ラワー長井線を盛り上げよう！
荒砥小学校児童たちによる菜の花栽培！フ

れからの白鷹町を担う子どもたちへ
ＪＡ山形おきたま農政対策白鷹地区本部によるアルミ製弁当箱の贈呈式こ

　４月２日、ＪＡ山形おきたま農政対策白鷹地区本部
（大滝権一本部長）によるアルミ製弁当箱の贈呈式が
教育長室で行われました。
　「子どもたちに、ご飯をしっかり食べて、元気に学
校生活を送ってほしい」と毎年行われているもので、
今回は町内の小学校に入学した１年生 85 名分の弁当
箱を寄贈いただきました。
　寄贈いただいた弁当箱は、入学式の日に新入生の皆
さんに手渡されました。毎年寄贈いただきありがとう
ございます。

　４月 15日に白鷹中学校 1年生 131 人が畔藤地区に
ある紅花畑で種まき作業を行いました。
　各クラスに分かれて作業を開始。生徒たちは「ちゃ
んと芽が出るか心配だけど、元気に立派に育ってほし
い」と手作業でていねいに種をまきました。
　生徒たちは今後、間引きと収穫を経て、紅餅作りま
で体験する予定です。

　４月 16日、フラワー長井線荒砥駅などを菜の花で飾

ろうと荒砥小学校 6年生が菜の花植えを行いました。　

　はじめに荒砥地区住民や山形鉄道などで組織する荒砥

駅周辺整備連絡協議会会長の高橋清吉さんより作業につ

いて説明があり、その後各班に分かれて苗の植え替えを

行いました。作業後には児童たちから「楽しかった！」「立

派な菜の花を育てたい」などの声が聞かれ、高橋会長も

この活動を通してフラワー長井線が盛り上がればと語っ

ていました。

　育てた菜の花については、４月３０日から荒砥駅など

に設置され駅利用者を出迎えてくれました。
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